パナソニックプラズマテレビ据置きスタンド 

組み立て設置説明書 


Panasonic 

哥 TY-ST50PX600 


スタンド組み立て用部品（組み立て前に部品を確かめてください) 
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スタンド 
ポール 
固定用ねじ 
網) 

⑥テレビ本体 
固定用ねじ 
(PX600 用） 
(4 本） 

© テレビ本体固定用ねじ 

(PX6 日日(外の機種に使用） 

— # M5 嫌 ) 

(D) スタンド 
ポール 
に本） 

(D スタンド 
ベース （1 個） 

©バンド、 
に本） 


的 

対象機種は、プラズマテレビ本体の取扱 
説明書またはカタ□グに従ってください。 

2 日日 6 年 4 月現在は、対象機種 
はありません。 
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転倒防止用部品 

/■ 


①転倒防止用バンドに本） 

②ねじに本） 

③木ねじに本） 

④クランパーに個） 
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設置方法 


(プラズマテレビ本体を包装箱から取り出して据置さスタンドに設置するまでは、平らな床や台の 
上にされいな毛布などを置さ、その上にテレビの前面を下向さにして置いてください） 


1.プラズマテレビ本体を据置きスタンドに取り付ける 

■ PX 600本体の固定 ■ PX 600仪外のプラズマテレビ本体の固定 


品番ラべ J レび見えるほうを後側にしてプラズマテレビ本体の 
穴をスタンドポールに合わせ止まる位置まで入れてください。 
テレビ本体固定用ねじ⑥ (M5X 65) を使って、しつ 



品番ラべ j レび見えるほうを後側にしてプラズマテレビ本体の 
穴をスタンドポールに合わせ止まる位置まで入れてください。 
テレビ本体固定用ねじ ◎ (M5X30) を使って、しっか 
りと固定してください。 

対象機種は、プラズマテレビ本体の取扱説明書または力 
夕□グに従ってください。 

2日日6年4月現在は、対象機種はありません。 


この組み立て設置説明書は、お客様び大切に保存してください。 


お買い上げいただきありがとうございまず。 

♦ご使用の前に、この「組み立て設置説明書」、裏面の「安全上のご注意」をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 
そのあと大切に保存し、必要なとさお読み<ださい。 


2. 本体か!5端子カバーを外ず（端子カバーのある機種のみ) 

3. バンドを取り付ける 

バンドの締め方 


バンド©に本）をスタンドに 
差し込んでください。 

パンド 



める 

バンド先端を矢印 
方向に引く。 



ゆるめる 

ノブを下方向に押しなびら、 
バンド先端を矢印方向に押す。 


ノブ 



4. ケースレの接続と AC 電源コードの固定方法 

ケーブル処理の例 




〇電源プラグを本体に 
さし込む。 

©コードをクランパー 
に固定する。 


[ 留めかた ^ 

含/ 

カチッと音びする K 


まで押し込む。 ^一一 

1 

V_ 

ノ 


緩めかた 

ノブを引さなびら 
上に引く。 



5. 本体に端子カバーを取り付ける（端子カバーのある機種のみ） 

端子カバーの脱着方法 

® 左ちのフックを押し 
下げなびらカパーを 
手前に少し引く。 

②ゆっくりと引さ上げ 
て外す。 



プラズマテレビ本体の転倒防止について 


® 端テカバーの下側 
にあるツメを本体 
の穴に挿入する。 
@端テカバー上部を 
カチッと音びする 
まで押す。 

《プラズマテレビ本化はテレビ台と壁面に 
固定してください。 



テレビ台への固定 


2. 壁面への固定 




輯倒防止用 木ねじ③ 
バンド① 

下穴に木ねじでねじ止めしてく 
ださい。また下穴のない場合は 
天板の厚さの中/こ\に下穴をあけ 
てから、木ねじでねじ止めして 
ください。 



※プラズマテレビ本体 
後面上部の両端のね 
じを取り外し、取り 
外したねじで、クラ 
ンパー®をプラズ 
マテレビ本体に取り 
付けてください。 


※丈夫なひわやクサ U 
などの市販品をご利 
用いたださ、しっか 
りした壁や柱に取り 
付けてください。 


• イラストはイメージイラストであり、実際の商品と形状び異なる場合びあります。 





















































































































































































寸法図 

単位 ： mm 



取り扱い上のお願い 


据置きスタンド設置上の 

1.巧れの而を取りかた 


田局/巧 

やわらかい乾いた布で而いてください。ひどく巧れているとさは、水 


でうすめた中性洗剤で巧れを取ってから乾いた布で而いてください。 


♦ 本体の電源プラグは容易に手び届く位 

なおベンジンやシンナー、家具用ワックスなどは、塗装びはげたりし 


置の電源コンセントをご使用くださ 

ますので、使用しないでください。 


い。 

(化学ぞラさんをご使用の際は、その注意書に従って<ださい。） 


♦機器周囲温度び4日むをこえることび 

2. 粘着性のテープやシールをはらないでください。据置さスタンド表 


ないように空気の流通を確保してくだ 

面を巧すことびあります。また、ゴムやビニール製品などを長時間 


さい。 

接触させないでください。 


プラズマテレビ本体内部に熱びこわ 

(変質の原因となります。） 


り、故障の原因となることびあります。 


安全上のご注意 (必ずお守りください） 


お使いになる人や他の人への危害、物的損害を未然に防止するため、必ずお守りいたださたいことを、次のように説明しています。 

■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危喜や物的損喜の程度を、次の表示で区分し説明しています。 


この表示の欄は、「死 t または重傷を負ラことび想定される危害の程度」です 


A ぐミこの表示の欄は、「傷害を負ラことび想定されるか、または物的損害の発生び想定される 
/危害.損害の程度」です。 


■お守りいただきたい内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 （下記は、絵表示の一例です。) 


Q この絵表示は、してはいけなし叩禁止」 この絵表示は、必ず実行していたださたい 

内容です。 「硫」内容です。 


A 警告 



A ま 后、 




カタ□グで指定したテレビ 
とディスプレイじ(外には使 
用しないで<ださい 

倒れたり、破損してけび 
(\)の原因となることびあり 
、ゾます。 

禁止 

V ) 


テレビに柔ったり、ぶ 5 下 
がったりしないで<ださい 

(特にルさなお子様には 
IX ) ごを意ください。） 

、ゾ倒れたり、こわれたりし 
禁止 てけびの原因となること 
びあります。 

V ) 


組み立て時、ねじ止めを 
ずる箇所は、ずべてしっ 
かりと止めてください 

不十分な組み立てかたを 
mm すると強度び保てず、倒 
れたり破損してけがの原 
因となることびあります。 

V J 




曲ったり、いたんだスタン 
ドは使用しないで<ださい 

倒れたり、破損してけび 
(\)の原因となることびあり 
ます。 

禁止 

V J 


直射日光を避け、熱器具 
か 5 離して<ださい 

そり•変形*材料の劣化 
(\)などび発生し、強度低下 
を招くことびあり、倒れ 
禁止 たり、破損してけがの原 
因となることびあります。 

V J 


テレビと据置きスタンドの 
取り付け、取り外しは三人 
上で行ってください 

テレビ本体び落下してけ 
mm びの原因となることびあ 
ります。 

V J 




テレビより天面-左ちは 
100 mmlU 上、後面は 
70 mnUU 上の空間を確保 
して<ださい 

テレビ本体には、天面に 
空気吹き出し礼、麵と 
麵に吸気孔びあり、こ 
れらを而さぐと火災の原 
因となることびあります。 

V ) 


据置きスタンドに付属して 
いる転倒防止具を利用し、 
テレビを固定してください 

地震やおテ様びよじ登つ 
mm たりすると、転倒しけび 
の願となることびあり 
ます。 

V J 


水平でを定した所に据え 
つけて<ださい 

倒れたり、破損してけび 
■■ の願となることびあり 
ます。 

V J 


ご相談窓□における個人情報のお取り扱い 

松下電器産業株式会社およびその関係会社は、お客様の個人情報やご相談内容を、ご相談への対応や修理、その確認などの 
ために利用し、その記録を残すことびあります。また、個人情報を適切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由 
びある場合を除き、第王者に提供しません。お問い合わせは、ご相談された窓□にご連絡ください。 


松下電器産業株式会社 

映像-ディスプレイデバイス事業グループ 

〒己7 1-8 己04大阪府門真市松生町1番15号 

◎ 2006 Matsushita Electric Industrial Co., Ltd. (松下電器産業株式会社） All Rights Reserved. 


—パナソニックお客様ご相談センターー 

電話 フリーダイヤル 函0120 -878-365 
FAX フリーダイヤル 画0120 -878-23 巨 

3目已曰/受付9時〜20時 
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